




１．生産基盤の拡大と県産農畜産物の販売力発揮

①米の「くまさんの輝き」肉牛の「和王」イチゴの「ゆうべに」など品目別ブランド戦略にもとづく県産農畜産物販売力の発揮

②青果物コントロールセンターの機能充実とスケールメリットを活かした販売強化

③実需者ニーズに応じた品目提案と契約的取引の拡大

④県域営農指導体制の構築と営農指導力の強化・ＧＡＰ認証取得支援

⑤畜産の新たな市場開拓と安定出荷

⑥ネット販売など多様な販売チャネルへの対応強化

２．生産・流通コストの低減と事業競争力の強化

①環境に配慮した商品の開発やＰＢブランド、低コスト資材の調査・研究

②銘柄集約や全農・他県と連携した共同仕入れの実践等によるスケールメリットの最大化

③ＩＣＴやドローンを活用した、省力化・効率化に向けたスマート農業の提案

④肥料農薬の満車直行、飼料バラ直送率の向上など物流効率化による価格の低減

⑤農産物倉庫の運営や青果物のトラック輸送問題への対応と県域共同輸送体制の構築

⑥県域ＪＡに向けた拠点型事業マスタープランの検証・実践

⑦地域のライフライン店舗（生活・ＳＳ）の充実と食材事業の強化

３．経済連グループ経営基盤の強化

①部門横断プロジェクトを設置した課題解決に向けた取り組み

②自己改革実践サイクルの確立

③持続的な経営に向けた内部留保の充実

④子会社の経営基盤強化

⑤リスク管理の徹底とコンプライアンス態勢の強化

⑥マスメディア、インターネット・ＳＮＳを活用した情報発信の強化

⑦優秀な人材の確保と育成、社会情勢を見据えた業務効率化（デジタル化）への取り組み

４．県域ＪＡへの取り組み

①ＪＡ・関係団体と連携した検討・協議

中期３ヵ年・令和４年度の基本戦略









農政・営農支援センター 総合営業課



【営業時間】 本館：　9:00 ～ 18:30迄 
　　　　　　 別館（園芸店舗）：　9:00～18:00迄
【住　　所】 熊本県熊本市北区高平2-25-57


